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弓
削
神
社
の
由
緒 

 
弓
削
神
社
は
、
市
川
大
門
字
二
之
宮
に
あ
り
、
五
柱

の
神
々
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
瓊
瓊
杵
尊
（
ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
）
、
木
花
開
耶
姫
命
（
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ

ノ
ミ
コ
ト
）
、
彦
火
々
出
見
尊
（
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ

コ
ト
・
別
名
山
幸
彦
）
）
、
日
本
武
尊
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
ノ
ミ
コ
ト
）、
大
伴
武
日
命
（
オ
オ
ト
モ
タ
ケ
ヒ
ノ

ミ
コ
ト
）
で
す
。 

 
 

弓
削
神
社
の
創
立
の
経
緯
は
、
四
世
紀
前
半
の

大
王
と
さ
れ
る
第
十
二
代
景
行
天
皇
よ
り
、
東
国
平

定
を
命
じ
ら
れ
た
皇
子
日
本
武
尊
は
帰
途
甲
斐
酒
折

宮
で
「
新
張
を
過
ぎ
て
幾
夜
か
寝
つ
る
・
・
」
の
歌

を
詠
み
、
蓮
歌
の
発
祥
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、

副
将
軍
大
伴
武
日
に
靫
負
（
ユ
ゲ
イ
）
の
称
号
を
与

え
た
。 
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大
伴
武
日
は
そ
の
後
市
川
に
と
ど
ま
り
、
居
館
を

造
営
し
て
、
周
辺
一
帯
を
治
め
、
そ
の
地
の
住
民
は

そ
の
徳
を
し
た
い
、
そ
の
子
孫
と
共
に
当
社
を
創
設

し
ま
し
た
。
そ
の
創
設
の
年
代
は
、
第
十
三
代
成
務

天
皇
、
第
十
四
代
仲
哀
天
皇
の
御
代
で
あ
ろ
う
と
さ

れ
る
。
仮
に
そ
の
年
を
西
暦
三
百
五
十
年
と
す
る
と
、

創
立
は
千
六
百
七
十
年
以
前
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
延
長
五
（
９
２
７
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
延
喜

式
神
名
帖
に
は
甲
斐
二
十
社
の
う
ち
の
一
社
と
し
て

載
っ
て
お
り
。
明
治
６
年
に
は
郷
社
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。 

 
 
 
 
 

（
市
川
三
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
観
光
情
報
・
史
跡
文
化
財
の
項
） 
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弓
削
神
社
の
由
緒
（
二
） 

 
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
弓
削
神
社
の
創
建

さ
れ
た
年
代
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
承
和
七

（840

）
年
に
完
成
し
た
歴
史
書
・
日
本
後
紀
に
「
延

歴
二
四
（805

）
年
十
二
月
甲
斐
国
巨
摩
郡
弓
削
神
社

官
社
に
列
す
霊
験
あ
る
を
以
て
な
り
」
と
あ
り
、
こ

の
辺
り
が
当
時
巨
摩
郡
と
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
少

な
く
と
も
千
二
百
年
以
前
の
創
立
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

当
社
の
南
、
小
字
御
弓
削
の
葡
萄
畑
の
中
に
弓
削

塚
と
云
う
の
が
あ
り
、
大
伴
武
日
命
の
墳
墓
と
さ
れ

て
い
る
。 

神
社
の
名
前
の
弓
削
（ 

ユ
ゲ
） 

は
靫
負
部
（
ユ

ゲ
イ
ベ
）
の
転
訛
し
た
も
の
で
、「
靫
負
」
は
矢
を
入

れ
る
靫
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
靫
を
持
っ
て
朝
廷
の

警
護
の
任
に
当
た
る
武
官
を
指
す
。
弓
削
神
社
の
神



4 

 

紋
が
弓
（
抱
き
弓
）
を
二
張
向
き
合
わ
せ
た
紋
様
に

な
っ
て
い
る
の
も
こ
う
し
た
経
緯
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。 

 

 

鳥
居
、
隋
身
門
、
拝
殿
、
本
殿
の
建
物
群
は
平
成

二
六
年
に
市
川
三
郷
町
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。 

 

境
内
の
面
積
は
六
千
㎡
（
二
千
坪
）
で
、
そ
の
大

部
分
は
シ
ラ
カ
シ
の
自
然
林
で
あ
り
、
特
に
社
殿
の

後
方
で
は
純
林
を
形
成
し
、
総
数
六
〇
本
余
、
樹
高

二
五
ｍ
に
達
し
、
県
下
ま
れ
に
見
る
林
叢
は
古
代
の

暖
帯
林
の
残
さ
れ
た
も
の
で
、
貴
重
な
も
の
だ
が
、

近
年
植
植
さ
れ
た
檜
に
よ
っ
て
、
シ
ラ
カ
シ
の
幼
木

が
育
た
ず
、
将
来
檜
の
植
栽
林
に
変
化
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。 

 

弓
削
神
社
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
い
く
つ
か
紹
介
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す
る
と
、 

 
甲
斐
源
氏
の
祖
刑
部
三
郎
義
清
は
甲
斐
青
島
郷
の

下
司
と
し
て
市
川
に
館
を
構
え
た
時
、
当
社
に
昼
夜

こ
も
っ
て
（
参
篭
し
て
）
左
の
歌
を
詠
ん
だ
。 

 

「
お
の
ず
か
ら 
心
も
清
し 

み
し
め
縄 

弓
削

の
社
の 

神
垣
の
う
ち
」 

源
義
光
の
三
男
逸
見
冠
者
刑
部
三
郎
（49

歳
）、

甲
斐
青
嶋
郷
の
下
司
と
し
て
甲
斐
の
目
代
と
な

る
。
（
永
保
二
年1082

～
久
安
元
年1145
六
四

歳
没
） 

 

徳
川
家
康
が
天
正
十
年
（1582

）
七
月
、
甲
斐
に

入
国
し
市
川
平
塩
に
陣
を
敷
い
た
時
、
ち
ょ
う
ど
例

大
祭
の
日
で
、
例
年
の
通
り
盛
大
に
神
輿
の
渡
御
を

始
め
た
と
こ
ろ
、
時
な
ら
ぬ
嵐
に
会
っ
て
見
物
人
も
、

担
ぎ
手
ま
で
も
逃
げ
去
る
中
、
神
主
が
ひ
と
り
平
然
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と
立
ち
尽
く
し
て
い
る
と
、
家
康
公
は
同
情
し
て
甲

冑
に
身
を
固
め
た
兵
士
た
ち
に
担
が
せ
祭
り
を
斎
行

さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
、
鳥
居
の
前
に
老
松
が
あ
り
、

そ
の
形
は
あ
た
か
も
蟠
龍
（
う
ず
く
ま
る
龍
）
の
よ

う
に
幾
百
年
を
経
た
風
格
が
あ
り
、
感
心
し
褒
め
讃

え
た
の
で､

「
お
言
葉
の
松
」
と
称
さ
れ
、
神
社
の
ご

神
木
と
さ
れ
た
が
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
枯
れ
は
て

て
跡
形
も
な
く
な
っ
た
。
家
康
公
は
、
東
照
宮
と
し

て
境
内
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

大
伴
の
武
日
尊
の
子
孫
は
代
々
青
嶋
を
名
乗
り
、

弓
削
神
社
の
神
主
を
務
め
、
第
二
十
七
代
能
登
守
青

嶋
貞
賢
（
サ
ダ
カ
タ
）
は
国
学
・
書
・
俳
諧
・
和
歌

に
秀
で
、
特
に
書
で
は
仮
名
書
き
で
笹
乃
屋
流
と
称

し
、
名
人
と
言
わ
れ
た
。
門
人
も
多
く
、
国
内
外
の

国
学
者
・
歌
人
と
交
流
が
あ
り
、
句
会
も
多
く
催
さ
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れ
た
。 

 

拝
殿
内
に
は
、
天
保
九
年
か
ら
明
治
十
二
年
ま
で

の
奉
納
さ
れ
た
俳
句
や
和
歌
の
板
額
が
五
面
掛
け
ら

れ
て
い
る
。 

 

境
内
・
神
主
屋
敷
に
建
て
ら
れ
た
歌
碑
を
挙
げ
て

み
る
と
、 

 

「
お
久
里
行
く
月
日
は
う
連
し
け
ふ
こ
と
に 

津

つ
か
な
那
き
み
能
忙
し
く
し
て
」 

 
 

 

大
教
正 

二
十
七
代
青
島
貞
賢 
（
弓
削
神

社
神
主
） 

 

「
ひ
ろ
く
は
う
や
ぶ
か
り
そ
ぎ
て
か
し
の
杜 

梅

の
林
と
な
り
に
け
る
か
な
」 

 

「
咲
く
に
咲
く
こ
の
花
ぞ
の
の
梅
の
か
や 

あ
ま

り
と
か
す
む
平
塩
の
丘
」 

 

「
植
え
わ
た
す
老
樹
わ
か
木
も
お
し
な
べ
て 

い
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く
ら
の
春
に
あ
わ
ん
と
ど
す
」 

 
 

 
文
久
元
年 

後
藤
鑑
次
郞
清
平 

市
川
陣
屋

公
事
方 

 

「
す
ず
し
さ
や
弓
削
の
社
の
注
連
そ
よ
ぐ
」 

 
 

 

六
十
五
翁 
渡
井
松
哉 

明
治
四
一
年 

市

川
大
門
六
丁
目 

 
  

 

弓
削
神
社
を
訪
れ
た
歌
人
の
弓
削
神
社
を
詠
っ
た

詩
歌
、
五
首
を
挙
げ
る
と
、 

お
の
づ
か
ら
心
も
す
〴
し
み
し
め
縄 

弓
削
の
社
の 

神
垣
の
う
ち 

 

義
清
朝
臣
①
、
②
、
⑥ 

 

 
   

 

甲
斐
源
氏
の
祖
・
刑
部
三
郎
義
清
、
甲
斐
青
島
の

郷
の
下
司
と
し
て
市
川
平
塩
に
館
を
構
え
、
当
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社
に
昼
夜
籠
っ
て
詠
ん
だ
。 

 
 

 
 

 

鳴
り
は
づ
の 

音
を
と
〴
め
し 

大
伴
の 

ゆ
き
べ

の
宮
は 

世
に
聞
え
け
り 

 
 

万
延
元
（
１
８
６
０
）
年
、
松
廼
舎

ま

つ

の

や 

松
ま

つ

垣
内

か

き

つ 

飯

塚
久
敏 

 

①
、
② 

 
 

 

上
野
（
群
馬
県
）
、
国
学
者
神
官
、
歌
人
、
甲
斐

駿
河
な
ど
諸
国
遍
歴
（
文
化
七
年
1810

～
元
治

元
年1865

五
六
歳
）
弓
削
神
社
に
も
逗
留
。
玉

籠
集
の
選
者
。 

 

大
伴
の 

名
に
お
ふ
靫
負

ゆ

げ

い 

あ
と
も
ひ
て 

東
あ
づ
ま

の
夷

ひ

な

を 

掃
清

は

き

き

よ

め
つ
ゝ 

 
 

奥
河
内
清
香 

①
、

② 

本
名
今
尾
逸
平
、 
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下
野
（
群
馬
県
）
の
人
。
国
学
者
。
橘
守
部
に
師

事
（
青
島
貞
賢
と
同
門
）
。 

足
利
で
私
塾
を
開
く
。
文
化
二
年

1805

～
明
治
六

年1873

六
九
歳
）
玉
籠
集
に
和
歌
所
載
。 

 

う
ぶ
す
な
の 

み
ま
え
は
い
と
〴 

神
さ
び
て 

 

松
に
と
り
ゐ
に 

つ
も
る
し
ら
雪 

 
 

篠
乃
屋

さ

さ

の

や 
柳
坪 
青
嶋
貞
賢 

⑤ 
 

 
 第

二
十
七
代
弓
削
神
社
神
官
。
橘
守
部
の
門
人
。
和
漢

の
史
籍
に
通
じ
、
詩
歌
俳
諧
に
秀
で
、
書
道
で
は
仮
名

文
字
で
笹
乃
屋
流
を
創
始
。
信
州
高
島
藩
、
伊
那
県 

庁
、
山
梨
県
庁
に
奉
職
、 

（
文
政
元
年1818

～
明
治

29

年1896

七
八
歳
） 
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 春
風
に 

柳
の
坪
も 

か
お
る
な
り 

梅
の
は
や
し

や 

ま
ち
か
か
る
ら
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桃
廼
家

も

も

の

や 

渡
邊

わ

た

な

べ

壽
ひ
さ
し 

（
青
洲
の
舅
）
⑥ 

 
 

 

紙
問
屋
叶
屋
主
人
、
通
称
権
右
衛
門
、
号
・
桃

廻
家
。
狂
歌
師
匠
・
国
学
者
黒
川
春
村
の
門
人
。

（
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
年
）
江
戸
よ
り
市
川
に

招
聘
、
叶
屋
に
一
か
月
逗
留
、
紀
行
文
並
山
日
記

を
著
す
） 

 
 

恐
慌
救
済
・
社
会
事
業
に
尽
く
し
、
日
新
館
を
開

塾
、
市
川
小
学
校
の
前
身
と
な
る
。 

（
享
和3

年1803

～
明
治8

年1875

七
二
歳
） 
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